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１）第２回検討委員会の概要

■日 時 ： 平成27年10月16日（金） 13:00～16:00

■場 所 ： ホテル テラス ザ ガーデン 水戸

■議 事 ：

（1）第１回検討委員会について

（2）茨城沿岸海岸保全基本計画(改訂原案)について

茨城沿岸の現況と課題

海岸の保全に関する基本的な事項

海岸保全施設の整備に関する基本的な事項

適正な海岸利用に向けた管理内容 ほか

（3）今後の予定

p.1
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２）主な意見と対応 p.2

主な意見 対応

１．海岸保全基本計画の策定について

 改訂の背景については、東日本大震災ともうひとつ，維
持管理の観点が重要な点となっている。

【P.1,2 1.1 背景】に追記

２．茨城沿岸の現況と課題

 現況と課題の項の冒頭に、茨城沿岸の海岸をどういう
ふうにみているのかという防護・環境・利用のレビュー
があるとよい。

【P.8】に追記
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２）主な意見と対応 p.3

主な意見 対応

３．海岸の保全に関する基本的な事項

海岸保全
の方向

 海岸保全の方向の前文は、防護・環
境・利用の３つの観点からバランスをと
るなどの包括的な文言があるとよい。

【P.45 3.1 茨城沿岸の保全
の方向に関する事項】に追記

総合的な防災・
減災対策

 総合的な防災・減災対策の推進につい
ては、それぞれの自治体の方が読んだ
場合に、L2対応に向けた行動につなが
るような表現が必要である。

【P.49 3.2.2(1)③ 総合的な

防災・減災対策の推進】に追
記

優先度

 優先度の高いところがどこというように、
選択と集中をすることになったときに、
バックデータをきちんとそろえて、地元
説明もできるようにしていくしかない。

【P.63 4.3 各海岸の特性と

防護・環境・利用の取組みの
方向】に追記
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２）主な意見と対応 p.4

主な意見 対応

４．海岸保全施設の整備に関する基本的な事項

侵食対策

 土砂供給や養浜、サンドリサイクルを
行うという記載を入れるべき。砂を適材
適所に入れることと、あるべきところに
施設をつくることとを同時並行にやらな
いと、侵食対策はうまくいかない。

【P.51 3.2.2(2)② 砂浜の確
保・維持】に追記

 工事は隣接区間にマイナスの影響を
与える場合があることを想起することが
できるような予防措置的な記載がある
とよい。

【P.56 3.2.2(5)② 関係事業
者や市町村との連携】に追記

砂浜の
海岸保全施設
としての指定

 前回の法改正で砂浜を海岸保全施設
に指定できることになった。現存する砂
浜の防護効果などをきちんと評価でき
るように、情報収集をしたり、計測をし
たりということが必要になる。

【P.52 3.2.2(2)③ 砂浜の海
岸保全施設としての指定】、
【P.56 3.2.2(4) 海岸保全に

関する基礎的データの取得、
蓄積】に追記
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２）主な意見と対応 p.5

主な意見 対応

５．適正な海岸利用に向けた管理内容 ほか

 海岸法の改正では、海岸協力団体の指定や協議会の設
置などが加わった。協力団体が、海岸保全の調査・研究
を担えるケースがある。

【P.77 5.3 海岸管理者と海岸

利用者や海岸協力団体等との
連携】に追記

 自分が住んでいる地域の海岸の情報、やろうとしている
取組みがHPで簡単に見られるなどの工夫（サービス）が
あるといい。

概要版の作成や茨城県Web
サイトへの掲載

 サーフィンが出来なくなったということは、徐々に海底地
盤が削られているということである。砂がどんどん減って
いくという状況をなくしていかなければならない。

【P.51 3.2.2(2)② 砂浜の確
保・維持、
【P.52 3.2.2(2)④ 土砂の供
給源の確保】に記載

 環境の施策はもう少し、書き込んで欲しい。
【P.58～60 3.3 海岸環境の

整備及び保全に関する事項】
に追記

 茨城の海岸の自然について掲載しているが、データの不
ぞろいや新しい情報と古い情報の混在がある。

【付属資料】の記載を更新


